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■松下視聴覚教育研究財団「第
29回実践研究助成」ならびに「第
10回研究開発助成」募集開始
（財）松下視聴覚教育研究財
団では、さまざまな視聴覚メ
ディア・情報通信メディアを効
果的に活用して、それぞれの教
育課題の改善に取り組む実践的
研究を行う団体に対して「第
29回実践研究助成」の募集を
行う。
また、視聴覚教育の振興のい
っそうの促進を期待し、教育実
践研究を「深めて育てる」活動
への支援を行うべく「第10回
研究開発助成」の募集も行う。
『第29回実践研究助成』
○助成金額・件数
1件あたり「助成金30万円＋
映像・情報機器」×60件
○応募受付締切は平成15年１
月31日まで。

『第10回研究開発助成』
○特定課題
下記の特定課題のいずれかの
テーマに沿って研究に取り組む
こと。
①「子どもの学習過程と教育メ
ディア（情報コミュニケーショ
ン・情報メディア・視聴覚メデ
ィア）に関する研究」
②「e-Learningにおける学習支
援システム及び評価システムの
開発に関する研究」
○助成金額・件数
1件あたり100万円×15件
●上記2助成の応募資格・応募
要項・申請書の請求等について
は、下記の問い合わせ先まで。
＜問い合わせ先＞
（財）松下視聴覚教育研究財団
事業推進課　〒105-0001東京
都港区虎ノ門1-14-1 郵政互助
会琴平ビル5Ｆ　
TEL03-5521-6100   
http://www.mef.or.jp

■カメイ社会教育振興財団「平
成15年度青少年の社会教育活
動に対する助成」ならびに「平
成15年度社会教育等生涯学習
の振興に関する活動に対する助
成」募集開始
（財）カメイ社会教育振興財
団では、社会教育団体、または
青少年を対象とする団体が行う
青少年の健全育成のための社会
教育活動、またはこれを促進す
るための事業に対する助成を行
う（100万円以内×8件の予定）。
また、団体等が行う芸術・文
化および教育活動について、地
域における社会教育活動または
これを促進するための事業で、
東北六県で地域に密着した活動
を対象とし、助成を行う（50万
円×3件の予定）。
応募期間は平成15年1月5日

から3月31日まで。助成金の交
付は5月下旬の予定。助成内容、
応募方法等は下記の問い合わせ
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先まで。
＜問い合わせ先＞
（財）カメイ社会教育振興財団
〒980-0022  仙台市青葉区五橋
1丁目1-23 カメイ五橋ビル
TEL022-264-6543
http://www.kamei.co.jp/museum/
■紀伊國屋書店「ＤＶＤ上映会」
開催
紀伊國屋書店では今後、ミニ
シアター系映画を中心とした、
ＤＶＤビデオによる映画上映会
を、定期的に開催する。
＜第１回上映会＞
○タイトル：タル・ベーラ監督
作品「ヴェルクマイスター・ハ
ーモニー」（145分）
○日時
平成15年1月15日（水）18：30～
○会場
紀伊國屋サザンシアター（新宿南
口　紀伊國屋書店新宿南店7階）
○料金
1,000円（税込・全席自由）

＜問い合わせ先＞
紀伊國屋書店　映像情報部
TEL03-5469-5917

■「第49回東京都小学校視聴
覚教育研究大会」研究発表会の
開催
東京都小学校視聴覚教育研究
会（都小視研）主催による標記
大会が、「情報化社会を主体的
に生きる力を育てるために、視
聴覚教育の果たす役割を追究し、
その実践をひろげよう」を大会
主題として開催される。
○日時：平成15年2月7日（金）
13：45～16：20
○会場：東京都墨田区立隅田第
二小学校　東京都墨田区墨田4-
6-5 TEL03-3614-0205
○内容
①公開授業:１年～6年
②全体会
研究発表：都小視研の1年間

の研究内容を報告する。
講演：新しい学力と学校にお
ける情報教育の展開－教科
や総合的な学習の時間での
実践と評価－／永野和男氏
（聖心女子大学教授）

＜問い合わせ先＞
東京都府中市立武蔵台小学校　
教諭　秋田克己氏
TEL042-322-0618
http://www.din.or.jp/̃teav/

■（株）日本映画新社は下記住所
に移転した
〒105-0004  東京都港区新橋6
丁目20番1号　摩天楼ビル壱号
館2階
TEL03-5404-7870
■（株）レビックは下記住所に移
転した
〒105-0001 東京都港区虎ノ門
1-1-10 第2ローレルビル4階
TEL03-5510-5500
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「子どもの発達とテレビ」

村野井均著　かもがわ出版
2002年７月刊　A5判　140頁
1,400円（税別）

本書は次の６章から成っている。
１．今のテレビはこうなっている
２．乳幼児はどこまでテレビを
理解できているか
３．児童のテレビ理解―「できる
かな」と「ドラえもん」から―
４．学校教育と子どものテレビ
理解
５．暴力の表現をめぐって―Ｖ
チップか自主規制か
６．メディアリテラシー　子ど
もや市民が映像を作る時代
この目次だけを見ると、最近
数多く見られる、子どもの発達
にテレビがどんな役割りを果た
すのか、テレビをどんなふうに
見せたらよいのかの、いわば処
方箋のような書物に思われるだ
ろう。
しかし、本書の特徴の第一は、
著者自身の長年の調査研究を中
心とした、豊富な事例とデータ

が盛り込まれていることであ
る。
いろいろなCMやマンガ番組、

学校放送番組を使った子どもの
テレビ理解の考察は、読者を納
得させる力をもっている。
一方、テレビの見方にしても、
今日では頻繁なチャンネルの切
り換え（ザッピング）が横行し、
単純な視聴率の調査では、子ど
もの視聴について、正確につか
めない状況にあることも示され
ている。
特徴の第二は、文章が平易

（それこそ読者に語りかけるよ
うに）であることである。
内容が濃く、表現はやさしい
優れた入門書といえよう。巻末
の引用文献も役に立つ。教育に
携わる人はもちろん、一般の
方々にも奨めたい。

（高钁康雄）


